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京丹波の桜
丹波高原には、四季の始まりを告げる
さわやかな風が吹き抜け、春のやわら
かい日ざしを浴びて、町内各所で桜が
開花。あでやかな薄紅色の花の競演は、
人の心を引きつけてやみません。

（和知中学校、市場）
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町
立
中
学
校
の
卒
業
証
書
授
与
式
が
三
月
十
三
日
、

各
中
学
校
で
行
わ
れ
、百
九
十
八
人（
蒲
生
野
九
十
八

人
、瑞
穂
六
十
二
人
、和
知
三
十
八
人
）が
三
年
間
の

思
い
出
を
胸
に
卒
業
証
書
を
手
に
し
ま
し
た
。

二
十
二
日
に
は
、町
立
小
学
校
の
卒
業
証
書
授
与

式
が
各
小
学
校
で
行
わ
れ
、町
内
八
小
学
校
の
卒
業

生
百
九
十
八
人（
竹
野
十
四
人
、丹
波
ひ
か
り
七
十
二

人
、下
山
十
六
人
、桧
山
二
十
人
、明
俊
十
八
人
、三
ノ

宮
十
一
人
、質
美
十
人
、和
知
三
十
七
人
）が
、六
年
間

過
ご
し
た
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

竹
野
小
学
校
の
卒
業
証
書
授
与
式
で
は
、北
村
友

子
校
長
が
卒
業
生
に
卒
業
証
書
を
授
与
し
た
後
、「
六

年
間
の
思
い
出
は
大
き
な
財
産
。こ
れ
ま
で
支
え
て
も

ら
っ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
、大
き
く
羽

ば
た
い
て
ほ
し
い
」
と
卒
業
生
を
激
励
し
ま
し
た
。
式

の
終
わ
り
に
は
、卒
業
生
、在
校
生
全
員
で
「
呼
び
か

け
」
を
行
い
、六
年
間
の
思
い
出
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、新
し
く
始
ま
る
中
学
校
生
活
へ
の
希
望
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

町
立
幼
稚
園
・
保
育
所
で
は
、須
知
幼
稚
園
で
三
十

二
人
、町
内
の
六
つ
の
保
育
所
で
計
九
十
一
人
が
卒
園

し
ま
し
た
。

瑞穂中学校卒業式
（同中体育館）

このコーナーは、町営バスの利用実態を皆さんにご理解いただくため、
毎月、１カ月間の路線ごとの町営バス利用状況をお知らせしています。

 
路線名

  利用者数（人）
   一般 生徒学生など 計

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪鼻戸津川線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪鼻戸津川線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

 0,784（＋192）

 0,145（＋036）

 0,206（＋012）

 0,071（＋010）

 0,272（－003）

 0,400（＋076）

 0,683（＋032）

 0,402（＋095）

 0,519（＋090）

 0,214（＋043）

 0,066（＋024）

3,762（＋607）

2月  

592

109

194

61

275

324

651

307

429

171

42

3,155

3月  

784

145

206

71

272

400

683

402

519

214

66

3,762

　12月  

785

115

226

78

317

448

894

335

481

188

44

3,911

　1月  

699

75

157

43

271

324

675

261

380

153

37

3,075

02,214（－0,855）

01,527（－0,511）

02,097（－0,535）

 0,0000（－0,351）

 0,0634（－0,201）

 0,0324（－0,225）

01,038（－0,463）

 0,0602（－0,082）

 0,0568（－0,116）

01,858（－0,346）

01,528（－0,296）

12,390（－3,981）

02,998（－0,663）

01,672（－0,475）

02,303（－0,523）

 0,0071（－0,341）

 0,0906（－0,204）

 0,0724（－0,149）

01,721（－0,431）

01,004（＋0,013）

01,087（－0,026）

02,072（－0,303）

01,594（－0,272）

16,152（－3,374）

路線名

（　）は前月比

竹野小学校卒業式（同小体育館）

わちエンジェル卒園式（わちエンジェル）

［特集①］ 
総合計画基本構想を策定
［特集②］ 
平成１９年度まちの予算
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住民自治と協働による諸活動

「丹波高原文化」の創出

国内はもとより世界へもアピールできる
京丹波町の魅力づくり

安心・快適な生活

エコライフ、スローライフな
どの再発見と実践による固
有の丹波高原文化の創出

京都縦貫自動車道、国道9号、
27号、173号、周回道路な
どの整備で、谷筋型から高原
型の土地利用を誘導

人権、保健・福祉・医療、防犯・
防災など、生命・人権と財産
を守る

全町CATV
ネットワーク化

人づくり（教育・人材育成など）
住民（人）が主役の諸活動と
協働のシステム化

地域固有の歴史文化
美しい高原風景

高いブランド力
高品質・多品目

総
合
計
画
基
本
構
想
を
策
定

今
後
十
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
京
丹
波
町
総
合
計
画
の
基
本
構
想
が
町
議
会
三
月
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
特
集
で
は
、
基
本
構
想
策
定
ま
で
の
経
過
や
同
構
想
の
概
要
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

丹
波
高
原
文
化
の
郷
●
京
丹
波

人
の
ぬ
く
も
り
と
ふ
れ
あ
い
が
奏
で
る
躍
動
の
ま
ち

総
合
計
画
と
は

京
丹
波
町
総
合
計
画
は
、
平
成
二
十
八
年
度
を
目
標
年
次

と
し
、
今
後
十
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
定
め
る

も
の
で
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画
で
構
成
。
こ

の
う
ち
の
基
本
構
想
を
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議

会
の
議
決
を
経
て
策
定
し
ま
し
た
。

基
本
構
想
に
は
、
京
丹
波
町
が
こ
れ
か
ら
進
め
る
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
な
方
向
や
主
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
定
め

て
い
ま
す
。

基
本
構
想
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
八
月
十
日
に
京

丹
波
町
総
合
計
画
審
議
会
（
谷
勝
彦
会
長
、
委
員
二
十
人
）

に
、
松
原
茂
樹
町
長
か
ら
諮
問
。
以
来
、
同
審
議
会
は
、
全
体

会
議
や
三
部
会
（
総
務
文
教
、
産
業
建
設
、
福
祉
厚
生
）
の
会

議
を
通
じ
て
議
論
を
重
ね
る
一
方
で
、
須
知
高
校
生
と
の
「
京

丹
波
町
の
ま
ち
づ
く
り
共
同
研
究
会
」（
昨
年
十
月
十
七
日

開
催
）
を
実
施
し
、
高
校
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
と
ら
え
た

斬
新
な
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
同
審
議
会
の
各
部
会
で
活
発
に
出
さ
れ
た
各

委
員
の
思
い
や
、
高
校
生
と
の
共
同
研
究
会
、
さ
ら
に
は
町

が
実
施
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
を
反
映
さ
せ

な
が
ら
、
審
議
会
で
議
論
を
重
ね
、
基
本
構
想
が
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

ち
づ
く
り
の
中
心
に
「
人
」
を
位
置
づ
け
、
人
び
と

の
交
流
や
活
動
に
よ
っ
て
町
民
が
京
丹
波
町
に
住
む

こ
と
の
誇
り
と
生
き
が
い
を
持
ち
、
町
の
価
値
を
高
め
る
と

と
も
に
、
元
気
な
人
、
元
気
な
地
域
、
元
気
な
ま
ち
、
さ
ら

に
飛
躍
す
る
ま
ち
、
す
な
わ
ち
「
躍
動
す
る
ま
ち
」
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
す
。

そ
の
中
で
生
ま
れ
る
京
丹
波
町
の
文
化
を
「
丹
波
高
原
文

化
（
生
活
、
食
、
芸
能
、
そ
の
他
す
べ
て
の
地
域
資
源
）
と
し
、

京
丹
波
町
固
有
の
地
域
資
源
と
し
て
売
り
出
し
、
町
の
住
民

福
祉
の
向
上
、
町
の
経
済
的
な
発
展
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

丹
波
高
原
文
化
の
郷
づ
く
り
の
基
本
イ
メ
ー
ジ
は
左
の

図
の
と
お
り
で
す
。

来
人
口
は
、
近
年
の
動
向
が
そ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、

ゆ
る
や
か
な
減
少
傾
向
を
続
け
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
京
丹
波
町
で
は
、
畑
川
ダ
ム
な
ど
の
新

規
水
源
確
保
の
ほ
か
、
道
路
交
通
網
の
整
備
や
Ｊ
Ｒ
山
陰
本

線
複
線
化
、
働
く
場
の
確
保
な
ど
今
後
の
各
種
施
策
の
展
開

に
よ
り
、
定
住
の
た
め
の
基
盤
が
い
っ
そ
う
整
う
こ
と
と
な

り
、
ま
た
、
団
塊
の
世
代
を
は
じ
め
、
農
村
で
の
ゆ
と
り
あ

る
生
活
を
志
向
す
る
人
び
と
が
数
多
く
存
在
す
る
中
で
、
こ

れ
ら
の
人
び
と
が
こ
れ
か
ら
の
居
住
地
と
し
て
選
択
す
る

条
件
も
整
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
の
進
展
に
よ
る
若
者
の
流
出

の
減
少
や
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
増
加
な
ど
を
見
込
み
、
総
合

計
画
の
目
標
年
次
で
あ
る
平
成
二
十
八
年
度
の
人
口
（
定
住

人
口
）
は
一
万
八
千
人
、
さ
ら
に
将
来
は
、
お
お
む
ね
二
万

三
千
人
を
め
ざ
し
ま
す
。

交
流
人
口
に
つ
い
て
は
、
観
光
入
込
客
数
を
み
る
と
、
最

近
四
、
五
年
は
約
百
万
人
前
後
で
安
定
的
に
推
移
。
週
末
な

ど
に
居
住
す
る
半
定
住
型
の
人
口
な
ど
も
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
将
来
目
標
像
の
達
成

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
に
よ
り
、
目
標
年
次
の
平
成

二
十
八
年
度
の
交
流
人
口
は
、
現
状
よ
り
三
〇
％
増
の
約
百

三
十
万
人
、
将
来
的
に
は
、
五
〇
％
増
の
約
百
五
十
万
人
を

め
ざ
し
ま
す
。

 

さ
と

特集1

まちの
将来目標像

ま将



暮らしの安全・安心、保健・福祉、次世代育成・教育、産業振興、若者定
住、環境など各分野の施策を進めていくことは大前提として踏まえな
がら、３つの主要プロジェクトを設定し、計画的なまちづくりを進めます。
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せまい道

めざす地域構造主要プロジェクト 京丹波町がめざす地域構造は、これまで形成されてきた構造を
基本としながら、次のような方向に強化・発展させていきます。

綾部・宮津方面

綾部方面

福知山方面

大阪・神戸方面

京都方面

京都方面

京都方面

本庄

下山駅

和知駅
R27

R173

R9

京都縦貫自動車道

JR山陰本線

須知・蒲生

桧山

（仮）和知I.C

（仮）瑞穂I.C

丹波I.C

丹波高原ゾーン

丹波高原にぎわい交流エリア

丹波高原エントランスエリア

水と緑のふれあい交流エリア

地域拠点

地域中心拠点

地域内連携・交流軸

広域連携・交流軸

鉄道・駅

緑豊かな高原の雰囲気との調和を図り
つつ、居住、商業・業務、観光・レクリエー
ションなど多様な都市活動が展開され
るゾーン

行政、商業、医療・福祉など多様な都市
機能が立地するとともに、豊かな自然環
境を生かした観光・レクリエーションな
どにより多彩な交流が展開されるエリア

駅を中心に鉄道による丹波高原の玄関
口としての展開を図っていくエリア

美しい自然環境の中で、人と自然、人と
人がふれあう場として活用を図るゾーン

住民の生活に密着した都市機能が集積
する地域拠点

町の中心的な拠点（核）

地域の生活や歴史・文化に密着した交
流を促進し、各拠点との結びつきを深め
つつ、町の一体性を高める道路による地
域内連携・交流軸

本町と周辺市町、京都、大阪などを相互
に結び、多様な交流を育む広域連携・交
流軸

京
丹
波
町
全
域
で
示
す
丹
波
高
原
ゾ
ー
ン
と

環
状
軸
に
よ
る
骨
格
構
造
の
形
成

地
域
全
体
を
「
丹
波
高
原
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
位
置
づ
け
ま
す
。「
丹
波
高
原
ゾ
ー
ン
」
は
、
国
道

（
九
号
、
二
七
号
、
一
七
三
号
）、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
京
都
縦
貫
自
動
車
道
な
ど
の
幹
線
道

路
に
よ
っ
て
環
状
に
形
成
さ
れ
る
交
通
軸
で
一
体
的
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

環
状
軸
上
に
町
民
サ
ー
ビ
ス
と
都
市
と
の

交
流
拠
点
と
な
る
「
拠
点
」
と
「
エ
リ
ア
」
の
配
置

町
の
環
状
軸
上
に
三
つ
の
地
域
拠
点
（
須
知
・
蒲
生
地
区
、
桧
山
地
区
、
本
庄
地
区
）
を
配
置
。

こ
れ
ら
の
地
域
拠
点
の
う
ち
、
須
知
・
蒲
生
地
区
を
町
の
地
域
中
心
拠
点
（
核
）
と
し
て
位
置
づ

け
ま
す
。

行
政
、
商
業
、
医
療
・
福
祉
な
ど
の
町
民
サ
ー
ビ
ス
機
能
や
各
種
の
交
流
機
能
な
ど
が
数
多
く

立
地
す
る
須
知
・
蒲
生
地
区
か
ら
桧
山
地
区
に
か
け
て
の
地
域
を
、
京
丹
波
町
の
中
心
的
な
機
能

の
集
積
を
図
る
「
丹
波
高
原
に
ぎ
わ
い
交
流
エ
リ
ア
」
と
し
て
位
置
づ
け
ま
す
。

北
部
の
本
庄
地
区
を
中
心
と
し
北
部
に
広
が
る
水
、
緑
な
ど
の
美
し
い
自
然
が
展
開
す
る
地
域

を
、
豊
か
な
環
境
の
中
で
人
と
自
然
、
人
と
人
が
ふ
れ
あ
い
交
流
す
る
「
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
交

流
エ
リ
ア
」
と
し
て
位
置
づ
け
ま
す
。

環
状
軸
上
に
鉄
道
利
用
型
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
エ
リ
ア
の
創
出

今
後
の
京
丹
波
町
の
発
展
を
考
慮
す
る
と
、
都
市
と
の
交
流
活
動
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま

す
。
交
流
活
動
は
、
従
来
は
自
動
車
交
通
に
よ
る
誘
客
だ
け
に
重
点
を
置
い
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
今
後
は
、
団
塊
の
世
代
を
中
心
に
し
て
鉄
道
利
用
者
も
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
鉄
道
を
活
用
し
た
誘
客
戦
略
を
展
開
し
ま
す
。

京
都
方
面
か
ら
「
丹
波
高
原
文
化
の
郷
」
へ
の
玄
関
口
と
な
る
下
山
駅
と
そ
の
周
辺
を
「
丹
波

高
原
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
エ
リ
ア
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
丹
波
高
原
へ
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域

と
し
て
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
た
だ
し
、
地
形
が
起
伏
に
富
ん
で
い
る
た
め
、
一
体
的
な
地
域
と

し
て
の
面
的
な
展
開
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
国
道
二
七
号
バ
イ
パ
ス
の
沿
線
地
域
な
ど
を
中
心
に

高
原
地
域
ら
し
い
機
能
の
充
実
や
景
観
づ
く
り
、
町
民
の
健
康
保
養
対
策
な
ど
を
進
め
ま
す
。

和
知
駅
と
そ
の
周
辺
は
、
鉄
道
利
用
者
と
自
動
車
利
用
者
い
ず
れ
も
が
集
う
こ
と
の
で
き
る
地

域
拠
点
、
さ
ら
に
は
「
水
と
緑
の
交
流
エ
リ
ア
」
の
核
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
地
域
と
し
て
の
整
備

を
図
り
ま
す
。

京
丹
波
町
に
は
、丹
波
ブ
ラ
ン
ド
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

古
く
か
ら
京
の
都
と
の
強
い
結
び
つ
き
の
中
で
培
わ
れ
、京
の

生
活
文
化
・
食
文
化
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
、実
体
と
歴
史
の

あ
る 

丹
波
高
原
文
化 

が
息
づ
い
て
い
ま
す
。こ
れ
を
内
外
に

「
丹
波
高
原
文
化
の
郷
」
と
し
て
発
信
し
て
い
く
た
め
、次
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

○
丹
波
高
原
四
季
の
顔
づ
く
り

丹
波
高
原
文
化
の
Ｐ
Ｒ
／
高
原
ら
し
さ
を
醸
し
出
す
景

観
づ
く
り

○
丹
波
高
原
都
市
づ
く
り

丹
波
高
原
都
市
の
中
心
市
街
地
づ
く
り
／
玄
関
口
エ
リ

ア
の
形
成
／
地
域
産
業
の
発
展
と
美
し
い
国
土
づ
く
り

○
丹
波
高
原
食
文
化
の
第
６
次
産
業
化

地
域
特
産
物
な
ど
の
生
産
の
維
持
・
発
展
拡
大
／
農
林
産

物
加
工
特
産
品
の
企
画
・
開
発
／

販
売
経
路
の
拡
大
と
戦
略
的
販
売
の
促
進
／

生
産
〜
加
工
〜
流
通
・
販
売
の
連
携
強
化
に
よ
る
「
京
丹

波
高
原
ブ
ラ
ン
ド
」
の
創
出
／

「
京
丹
波
高
原
ブ
ラ
ン
ド
」
づ
く
り
の
推
進
体
制
の
整
備

合
併
し
京
丹
波
町
と
な
っ
た
こ
と
で
、旧
３
町
そ
れ
ぞ
れ
で

は
つ
く
り
出
せ
な
か
っ
た 

丹
波
高
原
文
化 

を
大
き
く
打
ち
出

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

町
内
を
周
回
で
き
る
ル
ー
ト
の
整
備
は
、町
民
の
生
活
利
便
性

と
町
の
一
体
感
の
醸
成
、ま
た
、観
光
面
で
も
重
要
な
位
置
を
占

め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
国
道
二
七
号
バ
イ
パ
ス
の

早
期
完
成
、ま
た
、京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
延
伸
に
つ
い
て
の

働
き
か
け
を
強
め
る
と
と
も
に
、こ
れ
ら
全
体
と
し
て
「
丹
波

高
原
文
化
の
郷
」
周
遊
ル
ー
ト
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
行
い
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
し
ま
す
。

○
丹
波
高
原
周
遊
ル
ー
ト
づ
く
り

町
内
周
遊
ル
ー
ト
の
形
成
／
「
丹
波
高
原
文
化
の
郷
」
周

遊
ル
ー
ト
の
一
体
的
な
景
観
づ
く
り

○
丹
波
高
原
地
域
幹
線
ル
ー
ト
づ
く
り

国
道
二
七
号
バ
イ
パ
ス
の
整
備
促
進
と
沿
道
地
域
の
活

用
／
京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
延
伸
促
進
と
Ｉ
Ｃ
周
辺
の

地
域
づ
く
り

だ
れ
も
が
京
丹
波
町
に
誇
り
と
愛
着
を
感
じ
、町
政
や
地
域

づ
く
り
に
か
か
わ
り
を
持
ち
、町
民
と
し
て
の
一
体
感
を
意
識

し
な
が
ら
生
活
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
そ
し
て
、

町
民
が
自
ら
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
健
康
で
心
豊
か
に
生
活
で

き
る
よ
う
、人
材
の
育
成
を
は
じ
め
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基

盤
の
充
実
と
町
民
の
ふ
れ
あ
い
・
参
加
・
協
働
の
機
会
拡
充
を

図
り
ま
す
。

○
企
画
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
づ
く
り

企
画
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
携
わ
る
チ
ー
ム
の
編
成
／
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
／
次
代
を
担
う
人
づ
く
り

○
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ
る
町
の
一
体
化
／
情

報
共
有
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

○
定
住
環
境
づ
く
り

水
資
源
開
発
に
よ
る
安
定
的
な
定
住
基
盤
の
確
立
／
就

業
環
境
の
強
化
／
定
住
の
た
め
の
受
け
入
れ
態
勢
づ
く

り
／
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
の
確
立
／
安
心
・
安
全
な
暮
ら

し
の
確
保

「丹波高原文化の郷」
の創造・発信

ぐるりと結ぶ
「丹波高原文化の郷」
周遊ルートの形成

人がつながり、
丹波高原にひろがる
元気なまちづくり



6KYOTAMBA TOWN◆7

■
国
民
健
康
保
険
事
業

事
業
勘
定
で
は
、
保
険
給
付
費
に
一
〇
億
三
、
八
三
九
万

円
（
歳
出
全
体
の
約
六
〇
％
）
を
計
上
。

■
老
人
保
健

医
療
給
付
費
に
二
〇
億
六
、
〇
八
三
万
円
。
前
年
度
に
比

べ
四
億
九
、
三
七
三
万
円
の
減
。

■
介
護
保
険
事
業

事
業
勘
定
で
は
、
保
険
給
付
費
に
一
四
億
一
、
〇
〇
〇
万

円
を
計
上
（
歳
出
全
体
の
約
九
六
％
）。
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
居
宅
介
護
支
援

事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

■
水
道
事
業

丹
波
・
瑞
穂
地
区
で
は
、
新
田
配
水
池
の
設
置
、
戸
津
川

区
の
給
水
量
不
足
解
消
の
た
め
の
加
圧
ポ
ン
プ
施
設
・
配
水

池
設
置
な
ど
。
和
知
地
区
で
は
、
北
部
浄
水
場
施
設
の
整
備

（
仏
主
区
）、
配
水
管
敷
設
（
小
畑
区
）
な
ど
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

■
下
水
道
事
業

施
設
整
備
で
は
下
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
二
期
工
事
を
計
画
。

集
合
処
理
区
域
を
除
く
区
域
を
対
象
と
し
た
浄
化
槽
市
町
村

整
備
推
進
事
業
に
四
、
六
〇
三
万
円
。

■
町
営
バ
ス
運
行
事
業

中
型
バ
ス
（
低
床
型
）
一
台
の
購
入
に
一
、
五
八
六
万
円

を
計
上
。

■
瑞
穂
病
院
事
業
会
計

収
益
的
収
支
は
八
億
二
、
八
八
九
万
円
。
う
ち
医
業
収
益

を
六
億
七
、
六
五
五
万
円
見
込
ん
で
い
ま
す
。
企
業
債
償
還

に
二
、
二
四
八
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計

一
般
会
計

歳
入

歳
出

■会計別当初予算額
 会計名 本年度 前年度 比較
一般会計 ９９億４，１００万円 １００億２，８００万円 △ ８，７００万円
特別会計・企業会計 ９４億３，７２６万円 ９９億０,１２９万円 △ ４億６，４０３万円

国民健康保険事業（事業勘定） １７億２，９６３万円 １７億２，６２６万円  ３３７万円
国民健康保険事業（質美診療所） １，７２４万円 ２，１１０万円 △ ３８６万円
国民健康保険事業（和知診療所） ３億６，１７０万円 ３億７，７８９万円 △ １，６１９万円
国民健康保険事業（和知歯科） ７，１１３万円 ７，３３３万円 △ ２２０万円
老人保健 ２１億０,２１４万円 ２６億０,７６５万円 △ ５億０,５５１万円
介護保険事業（事業勘定） １４億７，２３５万円 １４億４，４７０万円  ２，７６５万円
介護保険事業（サービス） ９０２万円 ２，０５０万円 △ １，１４８万円
下水道事業 ９億９，０００万円 ９億３，１００万円  ５，９００万円
水道事業 １７億１，９７０万円 １６億８，８００万円  ３，１７０万円
町営バス運行事業 １億０,７１５万円 １億５，３５６万円 △ ４，６４１万円
土地取得 ４２万円 ８万円  ３４万円
育英資金給付事業 ３４１万円 ４３７万円 △ ９６万円
瑞穂病院 ８億５，３３７万円 ８億５，２８５万円  ５２万円

平成19年度まちの予算

193億7,800万円
まちづくりの基本となる平成19年度当初予算が、京丹波町議会3月定例会で可決成立しました。総額は193
億7,826万円（1万円未満四捨五入、以下同じ。財産区会計を除く）で、内訳は、一般会計が99億4,100万円、特
別会計が94億3,726万円。
一般会計は前年度に比べ0.9％減。公債費繰上償還に2億円を計上したほか、事務事業の見直しによる経費
削減に努め、安心・安全のまちづくりを進める施策に重点配分しました。

特
集2

総額歳入
９９億４，１００万円

町税　１７．５％
１７億３，４７２万円

使用料・手数料
２．１％
２億６３７万円

繰入金
２．４％
２億３，８４０万円

その他
４．０％
４億９７３万円

地方交付税　４７．０％
４６億６，９００万円

国庫・府支出金
１０．９％
１０億８，５７８万円

町債１１．０％
１０億８，９７０万円

その他　５．１％
５億７３０万円

人件費　１８．８％
１８億６，５６４万円

扶助費
４．６％
４億５，３０３万円

公債費　２２．５％
２２億３，７１７万円

普通建設事業費
１３．０％
１２億９，５９２万円

補助費など
１３．４％
１３億３，６９４万円

繰出金
１３．９％
１３億８，５３５万円

その他　２．４％
２億３，１２２万円

物件費　１１．４％
１１億３，５７３万円

歳出
９９億４，１００万円

歳
入
に
は
、
町
税
収
入
な
ど
町
が
自
ら
の
力
で

収
入
で
き
る
お
金
（
自
主
財
源
）
と
、
国
や
府
か
ら

交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
お
金

（
依
存
財
源
）
が
あ
り
ま
す
。
左
の
グ
ラ
フ
の
と
お

り
、
自
主
財
源
と
し
て
見
込
め
る
の
は
全
体
の
二

六
％
で
、
残
り
の
七
四
％
は
地
方
交
付
税
や
国
庫
・

府
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
や
府
へ
の
依
存
率
が
高
い
本
町
に
と
っ
て
、

近
年
、
国
が
進
め
る
地
方
行
財
政
改
革
の
影
響
は

大
き
く
、
財
源
の
確
保
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
の
中
、
今
年
度
の
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
事
務
事
業
の
総
点
検
・
見
直
し
に

よ
り
経
費
削
減
を
図
り
つ
つ
も
、
町
民
の
皆
様
の

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
、
安
心
・
安
全
で
、
快
適
な
暮
ら

し
を
確
保
す
る
た
め
、
前
年
度
の
推
移
か
ら
見
込

め
る
収
入
を
ほ
ぼ
満
額
計
上
し
て
財
源
を
確
保
し

て
い
ま
す
。

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
町
税
収
入
は
、
一
七
億

三
、
四
七
二
万
円
を
計
上
。
国
の
三
位
一
体
の
改

革
の
ひ
と
つ
「
税
源
移
譲
」
に
よ
り
、
前
年
度
に
比

べ
一
七
・
二
％
増
の
大
幅
な
増
収
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

一
方
、
依
存
財
源
で
は
、
最
大
の
収
入
源
で
あ

る
地
方
交
付
税
を
前
年
度
比
一
％
増
の
四
六
億
六
、

九
〇
〇
万
円
計
上
し
た
ほ
か
、
国
庫
・
府
支
出
金

や
町
債
（
事
業
実
施
の
た
め
の
借
入
金
）
な
ど
を

グ
ラ
フ
の
と
お
り
見
込
ん
で
い
ま
す
。

一
般
会
計

人
件
費
や
扶
助
費
（
医
療
費
助
成
な
ど
の
経
費
）、

公
債
費
（
事
業
実
施
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
借
り

入
れ
た
お
金
の
返
済
金
）
は
、「
義
務
的
経
費
」
と

呼
ば
れ
、
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
任
意

に
削
減
し
に
く
い
経
費
で
す
。
グ
ラ
フ
を
み
る
と

義
務
的
経
費
は
四
五
・
九
％
、
歳
出
全
体
の
半
分

近
く
を
占
め
、
町
の
財
政
状
況
は
ゆ
と
り
の
な
い

状
態
に
あ
り
ま
す
。

人
件
費
は
、
特
別
職
や
管
理
職
手
当
の
減
額
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
四
・
四
％
減
の
一
八
億
六
、

五
六
四
万
円
を
計
上
。

一
方
、
扶
助
費
は
同
八
・
七
％
増
の
四
億
五
、
三

〇
三
万
円
、
公
債
費
は
同
六
・
一
％
増
の
二
二
億
三
、

七
一
七
万
円
を
計
上
し
、
そ
の
う
ち
繰
上
償
還
（
返

済
期
間
が
来
る
前
に
返
済
す
る
こ
と
）
と
し
て
二

億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

扶
助
費
は
高
齢
化
の
影
響
を
受
け
て
今
後
も
増

加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
公
債
費
に
つ
い
て
も
歳

出
に
占
め
る
割
合
が
、
今
後
も
高
水
準
で
推
移
す

る
見
込
み
で
す
。

消
費
的
な
経
費
で
あ
る
物
件
費
に
つ
い
て
は
、

経
常
的
な
事
務
経
費
の
見
直
し
に
努
め
、
前
年
度

に
比
べ
約
一
億
九
、
〇
〇
〇
万
円
を
削
減
。
こ
の

ほ
か
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、
道
路
や
施
設
の

整
備
に
使
う
普
通
建
設
事
業
費
な
ど
は
グ
ラ
フ
の

と
お
り
で
す
。

今
後
も
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
た
め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
経

常
経
費
の
節
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

自主財源
義務的経費 依存財源



一般会計

99億4，100万円の主な使いみち
（１万円未満四捨五入）
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平成19年度まちの予算特集②

一 般 会 計

目的別
内　訳

総務費

行政改革の推進（行政改革推進委員会の経費） ３３万円

広報広聴活動事業（広報京丹波の発行など） ５４１万円

山陰本線京都・園部間複線化事業補助金 ８，１６７万円

地域振興事業

（自治振興補助金、地域活動助成調査事業など） ４１０万円

行政情報システムの運用管理 ３，５９７万円

有線テレビ（ＣＡＴＶ）整備事業（調査・設計業務） ３，４８７万円

人権啓発・男女共同参画の推進 ５５９万円

民生費

障害者自立支援事業

（施設入所、居宅支援、入所者医療など） １億３，７８６万円

老人医療事業（医療助成） ３，１２２万円

後期高齢者医療広域連合事務事業 ７７１万円

在宅高齢者等生活支援事業

（外出支援、食の自立支援など） ２，５９６万円

すこやか子育て医療費助成

（中学生までの医療費助成） ３，５７８万円

すこやか子育て祝金（出産祝金） ９００万円

チャイルドシート購入助成 ４９万円

保育施設整備事業

（瑞穂地区の保育施設整備の調査費） １００万円

１４億３，６０７万円 １６億７，５５０万円

歳出
９９億４，１００万円

総務費　１４．４％
１４億３，６０７万円

その他　５．９％ ５億８，７８４万円
・議会費 ９，３５６万円
・労働費 １３４万円
・商工費 １億５１４万円
・消防費 ３億５，９２６万円
・災害復旧費 １，２７８万円
・諸支出金・予備費  １，５７６万円

公債費　２２．５％
２２億３，７１７万円

民生費　１６．９％
１６億７，５５０万円

衛生費　１０．９％
１０億８，４６６万円

農林水産業費  １１．８％ 
１１億７，００７万円

土木費　１０．６％
１０億５，６５３万円

教育費　７．０％
６億９，３１６万円

衛生費

各種健（検）診事業・健康相談・健康増進など ５，５７４万円

予防接種事業 ２，００４万円

環境保全対策 ２３３万円

南丹病院組合負担金 １，７１９万円

町立医療施設の運営補助 ２億６，７０５万円

船井郡衛生管理組合分担金 ２億８，４０７万円

農林水産業費

中山間地域直接支払事業（傾斜農地への交付金） １億１，４２７万円

水田農業構造改革対策推進事業

（特産物作付け、豆類産地化の奨励など） ２，３４０万円

農地・水・環境保全向上対策事業

（集落営農など地域ぐるみ営農活動を支援） ９４９万円

丹波食彩の工房・瑞穂マスターズハウス運営委託 ２，５４０万円

畜産振興対策事業（ストックヤードの設置など） ２，２１８万円

南丹地区農用地総合整備事業 １億１，２７０万円

中山間ふるさと緊急農道整備事業

（農道安栖里坂原線工事など） ３，７７７万円

農村情報施設管理（ＣＡＴＶ・有線ファックス） ７，１７９万円

林業振興対策事業 ２，８６３万円

有害鳥獣対策事業 ２，０３７万円

森林管理道開設事業（和知林道峰線の継続開設） ９，９４８万円

商工費

商工業振興事業

（商工会小規模事業経営支援など） ２，９９３万円

質志鍾乳洞公園・特産館「和」・わち山野草の森・農林業体験公園

「わちアグリパーク」などの運営委託 ４，５１８万円

都市・農村交流体験事業 １１９万円

教育費

小・中学校の管理運営 １億３，６４０万円

学校評価システム構築事業 ３８８万円

小学校施設耐震改修事業（下山小耐震設計業務） ８８７万円

社会教育団体育成事業 ４６９万円

生涯スポーツ振興・体育団体育成 ６２３万円

学校給食事業 ９，４０１万円

土木費

道路新設改良事業 ４億５，５５５万円

ダム関連対策事業（畑川ダム整備負担金など）     １億　６８３万円

都市公園整備事業 ４，８４３万円

公営住宅建設事業（三ノ宮住宅舗装整備） ３，５７０万円

１億５１４万円

１０億８，４６６万円

１０億５，６５３万円

６億９，３１６万円

３億５，９２６万円

¥

消防費

京都中部広域消防組合負担金 ２億３，１２７万円

防火水槽整備事業 ３，２６０万円

消防団活動運営事業 ７，６５７万円



医
療
施
設
の
経
営
改
善
と

今
後
の
運
営
に
つ
い
て

同
審
議
会
で
は
、近
年
の
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
や
町
行
財

政
の
厳
し
い
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
、あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
将
来

の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
審
議
を
重
ね
て
き
た
結
果
、現
在
の

四
施
設
を
存
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
は
合
意
を
得
ら
れ

ま
し
た
が
、町
立
医
療
施
設
の
あ
り
方
に
か
か
る
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
は
、審
議
会
の
総
意
と
し
て
の
明
確
な
方
針
を
打

ち
出
す
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

同
審
議
会
は
各
委
員
の
意
見
を
重
く
受
け
止
め
、そ
の
集
約

は
困
難
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、答
申
書
に
は
こ
れ
ま
で
の
審

議
の
中
で
出
さ
れ
た
意
見
の
要
旨
が
次
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
現
診
療
体
制
で
の
経
営
改
善
】

現
在
の
診
療
体
制
に
お
い
て
、地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
経
営
改
善
の
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。

【
療
養
病
床
の
存
続
】

国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
る
療
養
病
床
削
減
の
方
針
が
示
さ

れ
た
と
は
い
え
、老
健
施
設
や
在
宅
へ
の
移
行
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
り
、早
期
に
受
け
皿
を
整
備
す
る
こ
と
は
困
難
。療

養
を
必
要
と
す
る
患
者
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
状
況
に
あ
っ
て

は
、今
後
も
療
養
病
床
の
存
続
が
必
要
で
あ
る
。

【
病
床
の
再
編
】

診
療
報
酬
の
引
き
下
げ
に
よ
る
減
収
や
町
財
政
の
実
情
を
踏

ま
え
れ
ば
、抜
本
的
な
経
営
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
施
設
を
存
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、各
施
設
の
機
能
や
役

割
を
分
担
し
た
病
床
の
再
編
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

【
運
営
形
態
の
検
討
】

中
小
病
院
の
廃
業
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
昨
今
、自
治
体
が
病

院
を
抱
え
る
こ
と
自
体
に
限
界
が
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

将
来
に
明
る
い
展
望
が
見
出
せ
な
い
以
上
、売
却
も
含
め
て
民

間
へ
の
経
営
移
譲
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

【
一
般
会
計
繰
入
基
準
の
明
確
化
】

瑞
穂
病
院（
公
営
企
業
）に
あ
っ
て
は
、赤
字
補
て
ん
的
な
考

え
に
基
づ
く
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
か
ら
は
脱
却
す
る
こ

と
が
必
要
。企
業
会
計
の
特
質
も
精
査
し
、繰
入
金
の
上
限
を
定

め
る
な
ど
一
定
の
算
出
基
準
を
設
け
る
こ
と
。

【
そ
の
他
】

（
一
）職
員
の
経
営
意
識
の
醸
成

（
二
）町
立
医
療
施
設
の
利
用
推
進

（
三
）医
師
・
看
護
師
の
確
保

（
四
）院
外
処
方
の
検
討

地
域
医
療
な
ど
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

高
齢
化
社
会
の
急
速
な
進
展
を
踏
ま
え
、今
後
取
り
組
む
べ

き
方
向
性
と
し
て
、医
療
と
保
健
福
祉
の
連
携
を
基
本
に
次
の

三
点
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

【
予
防
を
重
視
し
た
保
健
医
療
の
推
進
】

こ
れ
か
ら
の
長
寿
社
会
を
支
え
て
い
く
た
め
、高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
や
介
護
予
防
を
さ
ら
に
推
進
し
つ
つ
、生
活
習
慣
病
の
予

防
を
重
視
し
た
健
診
・
保
健
指
導
な
ど
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

【
在
宅
療
養
支
援
の
た
め
の
体
制
整
備
】

国
の
療
養
病
床
削
減
の
方
針
を
踏
ま
え
、在
宅
療
養
が
適
切

か
つ
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
行
政
、医
療
機
関
、老
健
施
設
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
な
ど
が
連
携
し
た
体
制
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
。

【
地
域
包
括
医
療（
ケ
ア
）の
推
進
】

住
民
の
安
心
・
信
頼
を
確
保
す
る
た
め
に
は
適
切
な
医
療
の
提

供
は
も
と
よ
り
、健
康
の
保
持
増
進
か
ら
介
護
に
至
る
ま
で
安
定

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
。

将
来
の
超
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
た
医
療
と
保
健
福
祉
の
一
体
的

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
た
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

京
丹
波
町
地
域
医
療
対
策
審
議
会
（
後
藤
敏
和
会
長
、
委
員
十
人
）
が
、
三
月
三
十
日
、
町
立
医
療
施
設
の
あ
り
方
と
京
丹
波
町
に
お
け
る

地
域
医
療
な
ど
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
松
原
茂
樹
町
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

同
審
議
会
は
、
昨
年
八
月
二
十
一
日
に
松
原
町
長
か
ら
諮
問
を
受
け
て
以
来
、
八
回
の
会
合
を
通
じ
て
、
町
立
医
療
施
設
の
現
状
と
課
題
の

分
析
を
行
い
、
各
施
設
の
運
営
に
関
す
る
今
後
の
方
向
性
や
地
域
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
審
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
答
申
書
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。
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地
域
医
療
対
策
審
議
会
が
答
申

医
療
施
設
の
今
後
の
運
営
と

地
域
医
療
の
あ
り
方
を
提
言

 瑞穂病院
●昭和30年／桧山病院（病床数30床）として開設
●昭和37年／瑞穂病院に改称
●平成17年／移転新築し、現在の瑞穂病院を開設
●診 療 科／内科、外科、整形外科、小児科
●病 床 数／47床（一般病床30床、療養病床１７床）
《現状と課題》
平成17年度の入院・外来患者数は、延べ5万2,776人（前年度比4,158

人増）。利用率は、一般病床が91％、療養病床が90％です。
決算状況は、医業外収益を含めた病院事業収益は約８億800万円。過去

３年いずれも単年度で1,600～3,600万円の黒字を計上していますが、
これは町一般会計から１億2,000万円の運営補助によるもので、平成18
年度決算では、診療報酬の引き下げによる多額の減収が見込まれています。
一方、企業債（施設整備のために借り入れたお金）の返済も一般会計の負
担に依存せざるを得ない中で、返済が本格化する平成21年度以降も視野
に入れた、中・長期的な経営改善策を講じる必要があります。

 質美診療所
●昭和16年／質美診療所を開設
●平成12年／現在の場所に移転新築して開設
●診 療 科／内科、小児科
《現状と課題》
外来患者数は平成15年度以降減少傾向で、18年度以降は3,000人前

後で推移する見込み。過去3年の決算状況は、外来収入が2,000万円台で
推移し、繰入金を上回る剰余金を生じていることから、一般会計への影響
は極めて小さい状況ですが、医師不足の中で、現在の診療体制を今後も維
持できるかが大きな課題です。今後も診療を継続していくためには瑞穂
病院に統合し、安定した診療体制の整備を図ることが必要です。

 和知診療所
●昭和26年／組合立の診療所として開設
●昭和61年／病院に昇格
●平成16年／将来の施設・運営のあり方を検討した結果、和知診療所に

改称。改修工事を経て現在に至る
●診 療 科／内科、外科、整形外科
●病 床 数／19床（一般病床７床、療養病床12床）
《現状と課題》
平成17年度の外来・入院患者数は延べ25,717人（前年度比987人増）、

利用率は一般病床が99％、療養病床が66％です。決算状況は、医業外収入
を含めた病院事業収入は約3億7,300万円。今後は診療報酬の引き下げに
よる多額の減収が見込まれ、一般会計から約7,500～9,000万円の繰り
入れを必要とすることが見込まれています。

 和知歯科診療所
●昭和49年／和知診療所の診療科として開設
●昭和61年／和知診療所が病院に昇格した際、独立して開業
《現状と課題》
平成17年度の外来患者数は延べ7,926人（前年度比約400人減）です。

決算状況は、その他を含めた医業収入が約6,000万円。平成19年度以降
は約5,300万円で推移するものと見込まれています。また、一般会計繰入
金は平成19年度以降も増え続け、1,300～1,500万円前後の負担が続く
見通しとなっています。
一方、医業収入に占める人件費の割合も年々増加し、平成19年度以降

は100％を超える見込み。経費の削減はもとより、増収を図る経営努力が
求められています。

町立医療施設の概要

10

松原町長（右）に答申書を手渡す後藤会長（中央）と
寺坂副会長（役場町長室）答申書の全文は、町ホームページに掲載しています。　［ホームページアドレス］http://www.town.kyotamba.kyoto.jp
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会
計
管
理
者
／
藤
田
義
幸

参
事（
開
発
担
当
）／
田
渕
敬
治

 

議
会
事
務
局

事

務

局

長
／
伊
藤
康
彦

庶

務

係

長
／
西
山
民
子

 

山
内
圭
司

 

総
務
課

課
　
　
　
　
　
長
／
谷
俊
明

主
　
　
　
　
　
幹
／
中
尾
達
也

課

長

補

佐
／
岡
本
英
子
▽
堂
本
光
浩

 

▽
松
山
征
義

総

務

係

長
／
田
中
晋
雄

人
事
秘
書
係
長
／
岡
本
明
美

人
事
秘
書
係
主
任
／
太
田
創
一

財

政

係

長
／
竹
内
健

消
防
防
災
係
長
／
片
山
健

 

水
間
和
美
▽
野
々
口
慶
司

 

▽
山
内
善
史
▽
石
田
武
史

 

▽
豊
嶋
裕
美

 
▽
片
山
加
奈（
新
規
採
用
）

 
▽
山
内
明
宏（
京
都
府
派
遣
）

 

企
画
情
報
課

課
　
　
　
　
　
長
／
田
端
耕
喜

課

長

補

佐
／
稲
葉
出（
兼
人
権
政
策
係
長
）

 

▽
久
木
寿
一（
兼
総
合
企
画
係
長
）

広
報
情
報
係
長
／
藤
井
雅
文

交
通
対
策
係
長
／
小
谷
誠
之

 

野
々
口
清
仁
▽
小
松
聖
人

 

▽
四
方
妃
佐
子
▽
山
下
稔

 

▽
松
下
由
美
▽
小
原
直
也

 

▽
田
畑
昭
彦

【
瑞
穂
情
報
セ
ン
タ
ー
】

主
幹
（
所
長
）
／
伴
田
邦
雄

 

堀
内
浩
二
▽
原
澤
恒

 

▽
北
村
和
正
▽
西
村
公
貴

 

▽
山
内
美
幸

【
バ
ス
事
業
所
】

係
　
　
　
　
　
長
／
梅
垣
晋（
瑞
穂
バ
ス
事
業
所
）

 

三
好
稔（
丹
波
バ
ス
事
業
所
）

 

▽
河
谷
勝
治（
和
知
バ
ス
事
業
所
）

 

税
務
課

課
　
　
　
　
　
長
／
岩
田
恵
一

主
　
　
　
　
　
幹
／
福
井
彰
一
郎

課

長

補

佐
／
吉
田
正

賦

課

係

長
／
中
井
伸
幸

徴

収

係

長
／
山
田
和
志

 

山
田
實
▽
梅
原
千
里

 

▽
小
林
篤
史
▽
下
村
邦
喜

 

▽
輕
尾
圭
造

 

▽
伴
田
裕
章（
新
規
採
用
）

 

住
民
課

課
　
　
　
　
　
長
／
岩
崎
弘
一

主
　
　
　
　
　
幹
／
朝
倉
富
雄

課

長

補

佐
／
一
谷
寛

戸
籍
住
民
係
長
／
上
林
潤
子

保
険
年
金
係
長
／
上
西
睦
美

環
境
推
進
係
長
／
堀
友
輔

 

山
内
智
美
▽
光
枝
三
千
代

 

▽
原
澤
洋
▽
福
本
ゑ
み
子

 

▽
上
原
康
宏
▽
井
口
理
恵

 

保
健
福
祉
課

課
　
　
　
　
　
長
／
野
間
広
和

課

長

補

佐
／
中
尾
裕
之
▽
木
下
浩
昭

 

▽
古
谷
千
津
子

健
康
推
進
係
長（
事
務
担
当
）／
谷
口
誠

健
康
推
進
係
長（
技
術
担
当
）／
上
原
美
智
子

福

祉

係

長
／
川
嶌
勇
人

介
護
保
険
係
長
／
大
西
義
弘

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
／
井
上
祐
子

 

吉
田
敦
美
▽
大
西
孝
治
▽
吉
田
聡

 

▽
並
河
直
樹
▽
正
田
智
久

 

▽
久
保
元
真
一
▽
島
田
恵
子

 

▽
堀
道
枝
▽
西
村
美
智
子

 

▽
保
田
智
子
▽
高
橋
麻
衣
子

 
▽
東
由
加
里（
新
規
採
用
）

 

子
育
て
支
援
課

課
　
　
　
　
　
長
／
山
田
由
美
子

課

長

補

佐
／
田
中
博
典（
兼
支
援
係
長
）

 

山
本
桂
市

【
上
豊
田
保
育
所
】

所
　
　
　
　
　
長
／
上
田
知
宏

所

長

補

佐
／
北
村
世
津
子

主
　
　
　
　
　
任
／
湊
直
美
▽
輕
尾
早
苗

 

村
岡
和
恵
▽
小
室
み
さ
よ

 

▽
山
内
幸
子
▽
前
村
こ
ず
枝

 

▽
久
保
元
恵
子
▽
井
上
亜
希
子

 

▽
大
秦
優
子
▽
岸
本
沙
奈
美

 

▽
佐
々
谷
美
穂（
新
規
採
用
）

【
上
豊
田
保
育
所
下
山
分
園
】

所

長

補

佐
／
松
岡
知
子

主
　
　
　
　
　
任
／
上
田
千
恵
子
▽
山
鳥
ゆ
り

 

野
口
加
代
里
▽
正
田
ゆ
か
り

【
桧
山
保
育
所
】

所
　
　
　
　
　
長
／
山
内
善
博

所

長

補

佐
／
津
田
知
美

主
　
　
　
　
　
任
／
真
野
照
美
▽
北
村
恵
里
子

 

細
見
ル
ミ
▽
下
村
秀
美

 

▽
山
内
里
佳
子

 

▽
谷
口
絵
里（
新
規
採
用
）

【
わ
ち
エ
ン
ジ
ェ
ル
】

所
　
　
　
　
　
長
／
大
槻
澄
子

所

長

補

佐
／
東
直
美

主
　
　
　
　
　
任
／
西
田
美
代
子

 

尾
池
奈
緒
美
▽
越
川
憲
子

 

▽
小
室
由
紀
▽
片
山
奈
穂

 

▽
中
西
靖
浩（
新
規
採
用
）

  

地
域
医
療
課

課
　
　
　
　
　
長
／
下
伊
豆
か
お
り

課

長

補

佐
／
樹
山
敏
彦（
兼
医
療
係
長
）

【
瑞
穂
病
院
】

院
　
　
　
　
　
長
／
佐
藤
秀
一
郎

副
　
　
院
　
　
長
／
垣
田
秀
治

外

科

部

長
／
前
田
武
昌

 

山
内
敏
行（
新
規
採
用
、放
射
線
技
師
） 

 

▽
腰
山
節
子（
薬
局
長
）

 

▽
松
村
陽
子（
薬
局
師
）

 

▽
井
爪
直
美（
理
学
療
法
士
）

事
　
　
務
　
　
長
／
藤
田
正
則

事
務
長
補
佐
／
前
田
昌
成

主
　
　
　
　
　
任
／
石
田
美
穂

 

山
田
泰
行
▽
芦
谷
真
由
美

 

▽
原
澤
美
和
▽
西
山
直
人

 

▽
畠
中
美
子

 

▽
上
林
小
百
合（
栄
養
士
）

看

護

師

長
／
寺
谷
す
ま
子

看
護
師
主
任
／
山
内
博
子
▽
山
内
和
子

 

▽
上
田
武
美

 

西
村
照
生
▽
細
見
友
子

 

▽
竹
内
和
代
▽
上
田
ひ
と
み

 

▽
山
田
加
奈
恵
▽
大
西
正
美

 

▽
伏
原
幸
子
▽
谷
掛
郁
代

 

▽
石
田
由
美
子
▽
中
村
育
美

 

▽
林
真
紀
▽
田
路
利
恵
▽
西
山
由
里

 

▽
平
田
千
春
▽
谷
口
紀
久
恵

 

▽
貞
守
京
子
▽
田
中
真
由
美

【
和
知
診
療
所
】

所
　
　
　
　
　
長
／
中
村
泰
也（
新
規
採
用
）

 

宮
崎
聡（
医
師
）

 

▽
諌
本
慶
春（
放
射
線
技
師
）

 

▽
大
田
有
次（
理
学
療
法
士
）

 

▽
村
上
康
司（
薬
剤
師
）

事
　
　
務
　
　
長
／
片
山
淳

主
　
　
　
　
　
任
／
四
方
晴
美

 

出
野
文
隆

看

護

師

長
／
今
海
美
代
子

 

中
村
幸
子
▽
坂
本
恵
▽
竹
内
秀
子

 

▽
川
勝
里
美
▽
大
西
初
美

 

▽
白
波
瀬
小
百
合
▽
大
西
好
美

 

▽
小
川
和
代
▽
石
原
範
子

【
和
知
歯
科
診
療
所
】

所
　
　
　
　
　
長
／
坂
下
敦
宏

 

舟
木
健（
新
規
採
用
、医
師
）

 

▽
片
山
昭
子（
歯
科
衛
生
士
）

 

▽
中
島
早
苗（
同
）

 

▽
堀
太（
歯
科
技
工
士
）

主
　
　
　
　
　
任
／
山
内
秀
子

 

産
業
振
興
課

課
　
　
　
　
　
長
／
山
田
進

課

長

補

佐
／
西
田
明
範
▽
山
森
英
二

 

▽
山
田
洋
之（
兼
農
林
事
業
係
長
・
事
業
担
当 

） 
 

▽
長
澤
誠（
兼
農
林
事
業
係
長
・
畜
産
担
当
）

農
林
振
興
係
長
／
中
野
竜
二

商
工
観
光
係
長
／
片
山
利
枝

企
業
立
地
推
進
係
長
／
中
川
豊

 

栗
林
英
治
▽
保
田
志
信

 

▽
橋
本
賢
二
▽
徳
島
康
善 

 
 

▽
山
内
敏
史
▽
片
山
晴
子

 

▽
竹
村
洋
▽
西
山
宏
明

 

土
木
建
築
課

課
　
　
　
　
　
長
／
松
村
康
弘

課

長

補

佐
／
畑
中
協
治

 

▽
湊
史
明（
兼
ダ
ム
推
進
係
長
）

 

▽
十
倉
隆
英（
兼
土
木
係
長
）

管

理

係

長
／
榎
川
諭

建

築

係

長
／
新
江
田
泰

 

田
尻
穂
▽
西
野
菜
保
子

 

▽
井
上
晴
之
▽
山
内
和
浩

 

▽
荻
野
雅
則
▽
中
村
昭
夫

 

▽
山
下
徹

 

水
道
課

課
　
　
　
　
　
長
／
藤
田
真

主
　
　
　
　
　
幹
／
上
原
守

課

長

補

佐
／
榎
川
篤
▽
山
鳥
強

上
水
道
係
長（
庶
務
担
当
）／
村
山
英
紀

上
水
道
係
長（
事
業
担
当
）／
船
越
誠

下
水
道
係
長（
庶
務
担
当
）／
木
南
哲
也

下
水
道
係
長（
事
業
担
当
）／
増
谷
隆
男

 

梅
垣
延
男
▽
田
中
美
智
子

 

▽
上
林
太
志
▽
岩
崎
勝
也

 

▽
宇
野
浩
史
▽
小
山
潤
▽
村
田
弘
之

 

▽
吉
田
和
晃
▽
秋
山
卓
弘

 

会
計
室

室
　
　
　
　
　
長
／
岡
本
佐
登
美

出

納

係

長
／
樹
山
敬
子

 

島
文
子

 

瑞
穂
支
所

支
　
　
所
　
　
長
／
上
田
進

【
地
域
総
務
室
】

室
　
　
　
　
　
長
／
野
村
雅
浩（
兼
総
務
担
当
主
任
）

戸
籍
住
民
担
当
主
任
／
松
下
す
み
子

税
務
収
納
担
当
主
任
／
塩
田
誠

 

友
金
久
美
子
▽
上
西
貴
幸

 

▽
友
金
輝
幸
▽
細
野
江
梨
子

【
地
域
保
健
福
祉
室
】

室
　
　
　
　
　
長
／
谷
口
い
づ
み（
兼
福
祉
担
当
主
任
）

 

山
下
泰
▽
西
村
明
美
▽
中
川
早
苗

 

▽
保
ヶ
部
直
子

【
地
域
振
興
室
】

室
　
　
　
　
　
長
／
坂
本
優（
兼
土
木
担
当
主
任
）

農
林
担
当
主
任
／
八
木
敏
和

 

西
田
勉
▽
松
谷
洋
二

 

和
知
支
所

支
　
　
所
　
　
長
／
田
井
勲

【
地
域
総
務
室
】

室
　
　
　
　
　
長
／
片
山
長
男（
兼
総
務
担
当
主
任
）

戸
籍
住
民
担
当
主
任
／
山
根
美
智
代（
兼
税
務
収
納
担
当
主
任
）

 

長
谷
川
真
▽
堀
孝
子

 

▽
村
山
奈
央
▽
山
西
博
美

 

▽
羽
生
田
真
由
▽
岡
本
淳

【
地
域
保
健
福
祉
室
】

室
　
　
　
　
　
長
／
稲
葉
文
男（
兼
福
祉
担
当
主
任
）

保
健
担
当
主
任
／
永
海
貴
子

 

藤
田
む
つ
み
▽
金
江
美
和

 

▽
原
田
結
城

【
地
域
振
興
室
】

室
　
　
　
　
　
長
／
梅
原
昇
治（
兼
農
林
担
当
主
任
）

土
木
担
当
主
任
／
大
西
弘
一

 

山
本
俊
夫
▽
山
口
知
哉

  

教
育
委
員
会

教

育

次

長
／
長
谷
川
博
文

主
　
　
　
　
　
幹
／
寺
井
行
雄

学
校
教
育
課
長
／
高
畑
利
彦

学
校
教
育
係
長
／
豊
嶋
浩
史

総

務

係

長
／
谷
口
玲
子

 

保
田
利
和
▽
堀
敬
之

 

▽
藤
井
知
宝
▽
大
秦
学

社
会
教
育
課
長
／
岡
本
芳
明

社
会
教
育
係
長
／
西
田
毅

文
化
財
係
長
／
山h

哲
夫

 

山
内
秀
文
▽
十
倉
克
也

【
瑞
穂
分
室
】

室
　
　
　
　
　
長
／
今
西
政
治

主
　
　
　
　
　
任
／
永
武
幸
子

【
和
知
分
室
】

室
　
　
　
　
　
長
／
野
間
隆

 

高
屋
敦
彦

【
須
知
幼
稚
園
】

園
　
　
　
　
　
長
／
杉
尾
富
美
子

教
　
　
　
　
　
頭
／
谷
久
美
子

主
　
　
　
　
　
任
／
西
村
喜
代
美

 

浦
井
美
紀
▽
湊
玲
奈
▽
小
林
和
子

 

▽
山
口
利
一

【
小
・
中
学
校
】

 

村
山
美
智
子（
丹
波
ひ
か
り
小
）

 

▽
荒
井
利
子（
竹
野
小
）

 

▽
森
下
満（
桧
山
小
）

 

▽
山
田
知
恵
子（
三
ノ
宮
小
）

 

▽
大
西
定
子（
質
美
小
）

 

▽
和
田
隆（
蒲
生
野
中
）

 

▽
北
井
邦
江（
瑞
穂
中
）

【
丹
波
給
食
セ
ン
タ
ー
】

 

水
口
さ
き
子
▽
小
林
富
美
子

【
和
知
給
食
セ
ン
タ
ー
】

 

藤
田
妙
子

4月1日付け、人事異動を行い、職員の配置は次のとおりになりました。
（嘱託職員など除く。敬称略）

職 員 の 配 置

■
退
職

▽
森
田
一
三（
瑞
穂
支
所
長
）

▽
竹
内
美
代
子（
桧
山
保
育
所
長
）

▽
土
井
た
か
し（
和
知
診
療
所
長
）

▽
原
田
寿
賀
美（
税
務
課
主
幹
）

▽
榎
本
藤
雄（
住
民
課
主
幹
）

▽
和
久
田
正
八（
和
知
支
所
地
域
総
務
室
長
）

▽
上
田
喜
久
子（
桧
山
保
育
所
所
長
補
佐
兼
主
任
）

▽
山
口
栄
子（
和
知
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
）

▽
野
間
光
男（
産
業
振
興
課
主
任
・
和
知
町
ふ
る
さ

と
振
興
セ
ン
タ
ー
派
遣
）

▽
中
島
照
夫（
同
主
査
・
同
）

▽
谷
垣
と
み
子（
瑞
穂
支
所
地
域
振
興
室
主
査
）

▽
村
山
真
弓（
須
知
幼
稚
園
養
護
教
諭
）

▽
吉
田
正
幸（
瑞
穂
病
院
放
射
線
技
師
）

▽
足
立
圭
司（
和
知
歯
科
診
療
所
医
師
）

▽
澤
田
鈴
子（
和
知
診
療
所
看
護
師
）

▽
山
本
智
之（
瑞
穂
支
所
地
域
振
興
室
主
事
）



西
河
内
区
で
ふ
る
さ
と
帰
農
を
考
え
る
集
い

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
「
広
報
京
丹
波
」
が
知
事
賞

こ
の
ほ
ど
、
平
成
十
八
年
度
京
都
広
報
賞
（
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
、
京
都
府
・
京
都

府
広
報
協
議
会
主
催
）
が
決
定
し
、
組
み
写
真
の
部
で
「
広
報
京
丹
波
」（
第
十
一

号
、
十
八
年
九
月
発
行
）
が
知
事
賞
を
受
賞
。
映
像
の
部
で
は
、
瑞
穂
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
「
み
ず
ほ
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
」
が
、
京
都
府
広
報
協
議
会
会
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
し
た
広
報
紙
は
、
京
都
府
消
防
操
法
大
会
（
昨
年
八
月
開
催
）
で
の
消
防
団

の
活
躍
ぶ
り
を
紹
介
（
写
真
上
）。「
み
ず
ほ
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
」（
写
真
下
）
は
瑞
穂
中

の
生
徒
の
職
場
体
験
学
習
の
模
様
な
ど
を
紹
介
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
受
賞
を
励
み
に
、
さ
ら
に
充
実
し
た
広
報
広
聴
活
動
に
努
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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食
彩
の
工
房
と
特
産
館
「
和
」
の
指
定
管
理
者
決
ま
る

梅
田
・
質
美
の
両
保
育
所
で
閉
園
式

三
ノ
宮
地
域
で
春
ま
つ
り
盛
大
に

丹
波
食
彩
の
工
房
（
高
岡
）
と
特
産
館
「
和
」（
坂
原
）
の
指
定
管
理
者
が
、
町
議
会
三
月
定
例
会

で
決
ま
り
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
は
、
公
共
施
設
の
管
理
運
営
に
民
間
の
能
力
を
活
用
し
、
経
費
の
削
減
や
事
業

の
効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
。
丹
波
食
彩
の
工
房
の
指
定
管
理
者
の
選
定
に
あ
た
っ

て
は
、
公
募
を
行
い
、
応
募
者
の
中
か
ら
審
査
に
よ
り
「
丹
波
清
光
フ
ァ
ー
ム
お
よ
び
株
式
会
社
い
づ
つ

屋
」
を
選
び
ま
し
た
。

一
方
、
特
産
館
「
和
」
の
指
定
管
理
者

に
は
「
財
団
法
人
和
知
ふ
る
さ
と
振
興
セ
ン
タ
ー
」
を

選
定
。
同
施
設
の
管
理
運
営
に
関
し
て
は
、
同
施
設
が

和
知
地
区
の
観
光
の
拠
点
施
設
で
あ
る
こ
と
や
、
地
元

に
密
着
し
た
管
理
者
が
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
の
実
績
や
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
継

続
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
れ
る
こ
と
な
ど
、
総
合

的
に
判
断
し
た
結
果
、
指
定
管
理
者
を
公
募
せ
ず
、
こ

れ
ま
で
町
が
管
理
委
託
し
て
き
た
同
セ
ン
タ
ー
に
決
め

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
四
月
一
日
か
ら
指
定
管
理
者
と
し

て
施
設
の
管
理
運
営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

「
二
〇
〇
七
三
ノ
宮
ふ
れ
あ
い
春
ま
つ
り
」
が
三
月
二
十
四
日
、
町

営
住
宅
「
三
ノ
宮
住
宅
団
地
」
の
敷
地
内
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
三
ノ
宮
地
域
振
興
会
や
同
地
域
内
の
事
業
所

や
団
体
な
ど
で
こ
の
ほ
ど
立
ち
上
げ
た
「
三
ノ
宮
ふ
れ
あ
い
春
ま
つ

り
実
行
委
員
会
」（
田
畑
修
一
実
行
委
員
長
）
が
、
地
域
活
性
化
の
一

助
に
し
よ
う
と
初
め
て
開
催
。
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な

り
ま
し
た
が
、
大
勢
の
地
域
住
民
が
訪
れ
、
三
ノ
宮
小
児
童
の
鼓
笛

演
奏
や
「
み
ず
ほ
鼓
太
鼓
」
の
演
奏
、
各
種
団
体
に
よ
る
バ
ザ
ー
な

ど
多
彩
な
催
し
を
楽
し
み
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

田
畑
実
行
委
員
長
は
「
今
年
度
完
成
し
た
三
ノ
宮
住
宅
団
地
を
拠

点
と
し
て
初
の
祭
り
を
開
催
で
き
、
う
れ
し
い
。
住
民
の
力
を
合
わ

せ
て
、
地
域
の
祭
り
と
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
継
続
さ
せ
て
い
け
れ

ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

瑞
穂
地
区
の
梅
田
・
質
美
両
保
育
所
の
閉
園
式
を
三
月
二
十
四
日
、
各
保
育
所
で

行
い
ま
し
た
。

近
年
の
少
子
化
な
ど
に
伴
い
、
両
保
育
所
で
は
入
所
児
童
数
が
減
少
。
将
来
を
見

据
え
て
保
育
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
三
月
末
で
両
保
育
所
を
廃
止
し
、

桧
山
保
育
所
へ
統
合
し
ま
し
た
。

梅
田
保
育
所
の
閉
園
式
に
は
、
松
原
茂
樹
町
長
や
議
員
、
保
護
者
、
梅
田
地
域
振
興

会
の
会
員
な
ど
約
五
十
人
が
出
席
。
式
で
、
松
原
町
長
は
「
こ
れ
ま
で
保
育
所
の
発
展

に
尽
く
さ
れ
て
き
た
関
係
の
皆
様
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
統
合

先
の
桧
山
保
育
所
に
一
日
も
早
く
慣
れ
、
楽
し
い
保
育
所
生
活
を
送
ら
れ
る
こ
と
を

願
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
入
所
児
童
ら
の
合
唱
や
梅
田
保
育
所
の
こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
上
映
を
行
い
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
て

き
た
保
育
施
設
の
閉
園
を
見
届
け
ま
し
た
。

ま
た
、
三
月
三
十
一
日
に
は
、
質
美
地
域
振
興
協
議
会
（
三
好
久
男
会
長
）
主
催
の

「
質
美
保
育
所
お
別
れ
会
」
が
質
美
振
興
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
同
地
域
住
民
ら
約
百

三
十
人
が
参
加
。
元
保
育
士
や
卒
園
生
な
ど
十
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
同
園
の
様

子
な
ど
を
懐
か
し
く
振
り
返
り
、
ま
た
、

入
所
児
童
ら
の
合
唱
な
ど
も
行
わ
れ
、

参
加
し
た
地
域
住
民
は
話
や
歌
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
名
残
を
惜
し
ん
で
い
ま

し
た
。
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三
月
十
二
日
、
西
河
内
集
落
セ
ン
タ
ー
で
「
西
河
内
区
の
帰
農
を
考
え

る
懇
談
会
」
が
行
わ
れ
、
同
区
民
ら
十
二
人
が
参
加
。
懇
談
会
で
は
、
同

区
の
藤
田
正
之
区
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
南
丹
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
・
田
中
康
久
副
所
長
が
「
ふ
る
さ
と
帰
農
の
推
進
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
演
。
ふ
る
さ
と
帰
農
を
推
進
す
る
う
え
で
の
課
題
や
受
け
入
れ
態
勢

づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
談
で
は
、
参
加
者
か
ら
、「
有
害
鳥
獣
対
策
が
重
要
。
こ
れ

が
し
っ
か
り
で
き
て
い
な
け
れ
ば

帰
農
を
勧
め
ら
れ
な
い
」「
都
市
住

民
の
意
見
を
聞
い
て
み
て
は
ど
う

か
」
な
ど
の
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

西
河
内
区
で
は
昨
年
十
二
月
か

ら
懇
談
会
や
検
討
会
を
五
回
に
わ

た
っ
て
実
施
。
退
職
期
を
迎
え
る

団
塊
世
代
の
帰
農
を
推
進
す
る
取

り
組
み
が
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
都
市
住
民
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
、
同
区
で
行
う
イ

ベ
ン
ト
を
情
報
発
信
す
る
な
ど
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
や
、選
手
の
活
躍
を
た
た
え
て

平
成
十
八
年
度
京
丹
波
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
を
三
月
二
十
日
、
町
中
央
公
民
館

で
開
催
。
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
力
を
注
い
で
き
た
人
や
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体
な
ど
十
一
人
五
団
体
の
皆
さ
ん
が
栄
え
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。（
敬
称
略
）

【
特
別
栄
誉
賞
】
大
石
康
正
（
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
大
会
・
二
位
、
院
内
）

▽
安
井
陽
奈
（
全
日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
・
最
優
秀
選
手
、
新
水
戸
）

【
功
労
賞
】
長
年
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力
し
た
人

山h

勲
（
弓
道
、
豊
田
）
▽
村
山
幸
一
（
少
年
野
球
、
須
知
）
▽
伊
藤
佳
朋
（
剣
道
、
中
台
）

【
優
秀
賞
―
個
人
】
岩h

栄
喜
雄
（
京
都
・
滋
賀
オ
ー
プ
ン
・
ゴ
ル
フ
選
手
権
ア
マ
チ
ュ
ア
の

部
・
優
勝
、
須
知
）
▽
上
田
輝
（
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交

流
大
会
京
都
府
予
選
百
メ
ー
ト
ル
五
年
の
部
・
優
勝
、
妙

楽
寺
）
▽
三
浦
夏
海
（
出
野
）・
十
倉
里
帆
（
稲
次
）（
全
国

少
年
少
女
カ
ヌ
ー
大
会
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
・
優
勝
）

▽
藤
井
亮
（
升
谷
）・
片
山
湧
悟
（
安
栖
里
）（
同
・
三
位
）

【
優
秀
賞
―
団
体
】
▽
京
都
選
抜
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
（
全

日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
十
一
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権

大
会
・
準
優
勝
）
▽
蒲
生
野
中
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
（
全
日
本

中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
・
三
位
な
ど
）
▽
京
丹
波

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
男
子
チ
ー
ム
（
京
都
府
民
総
体
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
部
・
優
勝
）
▽
京
丹
波
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
丹
波
支
部
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
京
都
府
大
会
・
優
勝
）

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】
京
丹
波
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
女
子
チ
ー

ム
（
京
都
府
民
総
体
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
・
三
位
）

新
し
い
季
節
が
始
ま
り
ま
し
た
。

入
園
・
入
学
に
就
職
、
学
校
で
は

ク
ラ
ス
替
え
、
職
場
で
は
異
動
が

あ
っ
た
り
し
て
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
新
し
い
場
所
で
、
新
し
い
気
持

ち
で
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
編
集
子
は
引
き
続
き
、

広
報
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
気
持

ち
で
、
さ
ら
に
多
く
の
人
に
読
ま

れ
、
親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
広
報
活

動
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｙ
）

編
集
後
記

人口 17,570(－57）
男 

8,334（－28）
女 

9,236（－29）
世帯数 6,501（＋ 1）

わたしたちの町

4月1日現在／（　）は前月比

な
ご
み

丹波食彩の工房

特産館「和」（道の駅「和」内）まつりに華を添えた三ノ宮小児童の鼓笛演奏（三ノ宮住宅団地内）

梅田保育所閉園式の様子（梅田保育所）

講師の話に耳を傾ける参加者（西河内集落センター）　　　　　　　　　　　　　　　

松原町長（左）から表彰を受ける受賞者（町中央公民館）　　　　　　　　　　　　　　　

質美保育所お別れ会で合唱を披露する園児たち（質美保育所）



広

報
No.18

２００７年
４月１５日発行

京丹波の桜
丹波高原には、四季の始まりを告げる
さわやかな風が吹き抜け、春のやわら
かい日ざしを浴びて、町内各所で桜が
開花。あでやかな薄紅色の花の競演は、
人の心を引きつけてやみません。

（和知中学校、市場）
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思
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に
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つ
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町
立
中
学
校
の
卒
業
証
書
授
与
式
が
三
月
十
三
日
、

各
中
学
校
で
行
わ
れ
、百
九
十
八
人（
蒲
生
野
九
十
八

人
、瑞
穂
六
十
二
人
、和
知
三
十
八
人
）が
三
年
間
の

思
い
出
を
胸
に
卒
業
証
書
を
手
に
し
ま
し
た
。

二
十
二
日
に
は
、町
立
小
学
校
の
卒
業
証
書
授
与

式
が
各
小
学
校
で
行
わ
れ
、町
内
八
小
学
校
の
卒
業

生
百
九
十
八
人（
竹
野
十
四
人
、丹
波
ひ
か
り
七
十
二

人
、下
山
十
六
人
、桧
山
二
十
人
、明
俊
十
八
人
、三
ノ

宮
十
一
人
、質
美
十
人
、和
知
三
十
七
人
）が
、六
年
間

過
ご
し
た
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

竹
野
小
学
校
の
卒
業
証
書
授
与
式
で
は
、北
村
友

子
校
長
が
卒
業
生
に
卒
業
証
書
を
授
与
し
た
後
、「
六

年
間
の
思
い
出
は
大
き
な
財
産
。こ
れ
ま
で
支
え
て
も

ら
っ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
、大
き
く
羽

ば
た
い
て
ほ
し
い
」
と
卒
業
生
を
激
励
し
ま
し
た
。
式

の
終
わ
り
に
は
、卒
業
生
、在
校
生
全
員
で
「
呼
び
か

け
」
を
行
い
、六
年
間
の
思
い
出
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、新
し
く
始
ま
る
中
学
校
生
活
へ
の
希
望
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

町
立
幼
稚
園
・
保
育
所
で
は
、須
知
幼
稚
園
で
三
十

二
人
、町
内
の
六
つ
の
保
育
所
で
計
九
十
一
人
が
卒
園

し
ま
し
た
。

瑞穂中学校卒業式
（同中体育館）

このコーナーは、町営バスの利用実態を皆さんにご理解いただくため、
毎月、１カ月間の路線ごとの町営バス利用状況をお知らせしています。

 
路線名

  利用者数（人）
   一般 生徒学生など 計

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪鼻戸津川線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪鼻戸津川線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

 0,784（＋192）

 0,145（＋036）

 0,206（＋012）

 0,071（＋010）

 0,272（－003）

 0,400（＋076）

 0,683（＋032）

 0,402（＋095）

 0,519（＋090）

 0,214（＋043）

 0,066（＋024）

3,762（＋607）

2月  

592

109

194

61

275

324

651

307

429

171

42

3,155

3月  

784

145

206

71

272

400

683

402

519

214

66

3,762

　12月  

785

115

226

78

317

448

894

335

481

188

44

3,911

　1月  

699

75

157

43

271

324

675

261

380

153

37

3,075

02,214（－0,855）

01,527（－0,511）

02,097（－0,535）

 0,0000（－0,351）

 0,0634（－0,201）

 0,0324（－0,225）

01,038（－0,463）

 0,0602（－0,082）

 0,0568（－0,116）

01,858（－0,346）

01,528（－0,296）

12,390（－3,981）

02,998（－0,663）

01,672（－0,475）

02,303（－0,523）

 0,0071（－0,341）

 0,0906（－0,204）

 0,0724（－0,149）

01,721（－0,431）

01,004（＋0,013）

01,087（－0,026）

02,072（－0,303）

01,594（－0,272）

16,152（－3,374）

路線名

（　）は前月比

竹野小学校卒業式（同小体育館）

わちエンジェル卒園式（わちエンジェル）

［特集①］ 
総合計画基本構想を策定
［特集②］ 
平成１９年度まちの予算


